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今月の 言葉 ～ホセ・ムヒカ～

作業療法士 岡野元明

平 素 よ り 鳥 取 ふ れ あ い 共 生 ホ ー ム 照 陽 の 家 の 活 動 に 多 大 な ご 協 力 、 ご

指 導 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。 さ て 、 先 日 は 「 第 9 回 地 域 交 流 会 照

陽 祭 り 」 を 盛 大 に 開 催 出 来 ま し た 事 、 職 員 一 同 心 よ り 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

当 日 は 快 晴 に 恵 ま れ 沢 山 の 方 々 に お 出 か け 頂 き 狭 い 施 設 内 で ご 迷 惑 を お

か け 致 し ま し た が 事 故 も な く 無 事 に 終 え る 事 が 出 来 ま し た 。 ま ず は 高 齢 者

の 皆 様 と 園 児 と の 出 会 い の 唄 「 あ く し ゅ で こ ん に ち は ！ ！ 」 か ら 始 ま り ま

し た 。 続 い て 1 ・ 2 歳 児 に よ る 子 ど も 神 輿 は 高 齢 者 の 選 抜 メ ン バ ー と の コ ラ

ボ レ ー シ ョ ン 、 次 に 田 植 え 唄 保 存 会 の 皆 様 （ １ ４ 人 の メ ン バ ー の 方 々 に よ

る ） 田 植 え 唄 や 本 物 そ っ く り の 大 き な 牛 の 登 場 に 会 場 は 沸 き ま し た 。 フ ィ

ナ ー レ は 長 年 ご 協 力 頂 い て い る ハ ワ イ ア ン フ ラ の 米 川 様 、 古 谷 様 の リ ー ド

の も と 、 参 加 の 皆 様 と 利 用 者 様 、 職 員 が レ イ を 首 に か け 一 緒 に フ ラ ダ ン ス

を 楽 し み ま し た 。 ご 出 演 、 ご 協 力 に 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 そ し て 運 営 推

進 委 員 の 皆 様 、 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に も 様 々 な サ ポ ー ト を 頂 き ま し た 。

本 当 に 有 難 う ご ざ い ま し た 。 ま た 、 皆 様 か ら 商 品 提 供 し て 頂 き ま し た フ

リ ー マ ー ケ ッ ト で は 3 4 , 8 8 5 円 の 収 益 を 上 げ る 事 が 出 来 ま し た の で 後 日 、

日 本 海 新 聞 を 通 じ 日 本 赤 十 字 に 寄 付 さ せ て 頂 く 予 定 で す 。 今 後 も 照 陽 の

家 の お 祭 り が 地 域 の 方 々 と の 協 働 で ご 一 緒 に 楽 し め る イ ベ ン ト と な り ま す

よ う さ ら に 準 備 し て 参 り た い と 存 じ ま す 。 当 日 の 不 手 際 な 進 行 、 対 応 な ど

ご 不 快 な 事 が 有 り ま し た ら こ の 場 を お 借 り し て お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。 今 後

と も 続 い て ご 支 援 頂 き ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

（ 施 設 長 ） 三 代 富 士 子 （ 実 行 委 員 長 ） 原 翔 太

人生はいつも これからやってくるもの。

重要なのは明日なのです。

「第２回 いきいきサロン トミさんの家」を開催
令和元年 ８月２８日（水）午後１時半より米子市錦町にあるトミさんの家で開催しました。

第２回のテーマは「認知症サポーター養成講座 ～主役は地域にお住まいのみなさんです～」

講師は照陽の家の主任介護支援相談員並びに認知症ケア上級専門士である三代富士

子が担当致しました。認知症とはどんな病気なのか、まずは病状の理解から、次にその

周りの方々の関わり方によって現れる症状に変化が有る事、そして「認知症になっても住

み慣れた地域でその人らしく」生きるための地域のあり方など具体例を用いて説明しまし

た。約２０名の参加者の方も熱心に聞いて下さいました。講義後には私、岡野による「座

位でもできるストレッチ」や認知症予防体操等、難しい体操でもみなさん手足を熱心に動

かされ笑いの絶えない会となりました。小さな集まりではありますが錦町、灘町、角盤町

など近隣住民の方が定期的に顔を合わせて住みやすい地域作りについて話す大切さを

実感しました。トミさんの家の活動を通して自分自身も地域のことや認知症の理解につい

て続いて学んでいけたらと思います。


